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工
長
は
津
川
米
次
郎
で
、
明
治
八
年
十
一
n
M
廿
五
日

開
門
式
を
行
う
た
。
治
時
回
世
上
に
続
中
-
断
じ
て
御
柳

田川と
L
、
併
せ
て
日
本
保
航
行
船
舶
の
円
酬
似
た
ら
し

め
た
も
の
と
い
ふ
。
昭
和
十
三
年
五
月
凶
貨
建
議
物

に
指
定
せ
ら
れ
た
。

ヲ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ャ
コ
ウ

尾
山
紳
紅
考
一
加
。

森
川
平
次
持
。
明
治
一
一
一
十
凶
年
四
月
前
川
利
家
り
一一一

百
年
祭
を
厄
山
跡
枇
で
執
行
し
た
際
、
叫
川
枇
り
来

w-

中
、閉
山
し
て
、
挙
開
門
し
た
削
川
利
山聞
に
呈
し
た
も
の
で

あ
る
。

ヲ
ヤ
マ
ヤ
マ
ン
コ
ウ

尾
山
屋
涌
香

石
川
部
本

世
間
の
入
。
名
付
約
六
。
安
永
年
中
に
住
ま
れ
、
綬
附

服
売
栄
と
し
た
。
資
制
白
山
田
純
で
利
献
に
耽
り
、
亦
舟

文
に
附
尽
し
て
似
を
揃
き
、
紛
ら
側
諮
を
好
ん
で
永

日
と
脱
し
た
。
安
政
七
年
三
用
十
八
日
夜。

ヲ
ヤ
マ
リ
ツ
シ
小
山
律
師
能
楽
部
今
夜
白
人
。

潜
行
上
人
に
邸
伏
し
て
正
念
の
臨
終
を
注
げ
た
。
治

行
記
に
、『
正
剛
山
凶
年
八
月
加
質
問
今
渓
と
い
ふ
既
に

て
、
小
山
印印
刷
仕
に
が
し
と
か
や
い
へ
る
入
、
償
供

あ
ま
た
引
H
H

し
て
溢
必
へ
お
ぬ
。
こ
白
人
は
邦
捻
を
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ハ
ッ
チ
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ウ

尾
山
八
町

交
正
八
年
以

一
お
そ
れ
ず
、
必
取
に
は
ど
か
ら
ず
、
破
戒
無
般
に
L

降
佐
h

日
開
山
山
政
統
治
的
町一
白
金
仰
の
市
的
背
、
川
に

一
て
初
日
比
政
挫
な
り
。
い
か
ど
張
舛
ん
ず
ら
ん
と
訴
人

隠
山
八
川
と
名
づ
け
、
間
町
・
判出向
・雨
川
・品市
民
間
・
一
円
も
あ
や
に
思
へ

ろ
に
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K
、
十
念
う
け
法
門
路
間

松
限
川
・材
木
川
・
近
江
町
・安
江
川
が
そ
れ
で
あ
る

一
し
て
後
付
、
必
行
こ
と
ん
¥
〈
と
ど
め
て
、

一
向
鄭

と州
問
へ
る
o
是
等
り
う
ち
、
今
の
同
町
uh
b
川判
断
と

一
修
り
行
品川
と
成
付
る
0
』
と
犯
す
る
。

は
位
山
む
を
同
じ
く
し
な
い
も
り
が
め
ろ
。
政
問
は
尚

一

ヲ
リ
カ
ミ
折
紙

滞
が
十
一先
心
も
の
に
奥
へ
る

山
城
山
正
門
(
後
白
山
川
口
〉
前
に
在
り
、
山
町
は
城

一
知
行
左
足
し
た
も
の
そ
折
紙
と
開
削
し
た
。
そ
の
用
紙

内
に
在
。
、

隅
川
は
域
り
同
方
に
在
り
、
危
μ
出
町
は

一
に
初
は
折
紙
そ
川
ひ
た
銘
の
俗
で
あ
る
が
、
中
間
引
か

後
に
A
弘
行
と
桝
し
た
る
陥
山
榊
剣
山
地
た
い
ひ
、
材

一
ら
ホ
紙
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
向
叩
別
紙
と
い
う
た。

木
町
は
紺
医
坂
附
近
に
在
っ
た
と
い
」
。
し
か
し
金

一
折
紙
は
そ
の
家
的
川
代
を
箆
へ

る
問
、
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A
は
秩
絡
を

屋
町
は
前
川
利
家
人
凶
山
桜
鋭
座
そ
む
い
た
伐
に
庄

一
加
附
ぜ
ら
れ
た
仰
に
県

へ
ら
れ
た
。

じ
た
川
ケ
円
で
あ
り
、
材
木
町
は
は
氷
十
二
年
め
火
災
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ヲ
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ミ
ダ
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折
紙一
r
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山
川
供
か
ら
士
分
に
夙

に
、
滞
か
ら
建
築
山
材
を
総
し
て
鮒
い
出
川
を
阻
げ
し
た

一
へ
ら
れ
る
扶
般
の
淡
町
、
問
ち
惜
別
紙
に
訟
か
れ
て
ゐ

お
に
伎
じ
た
川
M
円
で
あ
る
か
ら
、食
用
削
・材
木
町
む

一
ろ
戸
よ
川
ー
を
い
ふ
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士
の
引
際
牧
納
す
る
む
は
、
そ
の

総
が
川町
政
的
時
か
ら
あ
っ
た
と
は
忠
は
れ
山
。
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に

一
向
に
一
定
内
必
を
来
じ
た
初
で
あ
る
。
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版
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文
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純
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五
日
的
『
金
持
殿
内h
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ヲ
リ
サ
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折
坂

村山
川

問
主
泌
寺
山
山
内
の

怒
川
市
地
担
室
之
座
之
友
』
と
州
出
し
た
も
む
に
は
、
金

一
小
学
o

m後
町
山
附
民
新
四
郎
と
川
市
内
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
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ヲ
リ
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折

谷

河

柏

市

ω涌
郷
に
邸
す
る
部

後
川
が
地
山
八
町

?
3ち
に
列
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
一

一柄。

を
見
て
も
、
前
記
の
説
が
俗
併
に
泊
ぎ
ぬ
こ
と
を
知

一

ヲ
リ
ト
折
戸

珠
洲
山
正
院
郷
に
邸
す
る
部
帯
。

り
得
る
。
但
L
是
等
が
古
い
同
絡
の
あ
る
町
で
、
後

一
能
且
R
t
h
跡
芯
に
、
『
惜別
戸
。
日
肢
よ
り
一

恩
四
町
。
家

附
に
一主
ろ
ま
で
城
下
の
本
間
で
あ
っ
た
こ
と
は
阪
口

一
敏
百
軒
泊
あ
り
。
此
村
に
治
郎
三
郎
と
て
十
村
役
あ

で
あ
る
0

0

0

・M
訓
氏
な
り
。
亦
外
に
も
よ
き
百
姓
あ
り
。
搭

苔
類
あ
り
。
中
に
も
耐
山
市
去
の
名
物
な
り
。
又
是
よ
り

一

内
浦
正
院
な
ど
へ
行
く
滋
あ
り
。
』
と
あ
る
。
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ヲ
リ
ト
ガ
ハ
折
戸
川

珠
洲
部
東
山
中
鎖
山
か

一

ら
流
出
し
、
折
戸
債
で
海
に
入
る
。
抗
桜
=
一
粁
入
目
前
。

一

ヲ
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ノ
折
物

受

益
の
こ
己
で
、
荷
物
を
紘

一

せ
、
油
開
削
を
懸
け
、料
を
泊
し
て
耐
人
で
伯
ふ
も
の
。
一

滞
政
の
町
商
品仰の
士
は
、
依
行
の
僚
に
も

手
組
物
・
一

食
盟
問
等
を
入
れ
て
之
を
脳
へ
た
。

一

ヲ
ン
ナ
イ
チ

女
-m

l
ヒ
ト
イ
チ

人

m。

一

ヲ
ン
ナ
コ
ロ
シ
ガ

ハ

女

殺
川

』
イ

ヒ
ノ
ヤ
マ

一

ガ

ハ

似

山
川
。

一

ヲ
ン
ナ
シ
シ
ヨ

女
図
書

問
加
。
西
坂
氏
編
。
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こ
の
原
町
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、
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隊
問
山年
間
に
正
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、
先
沢

一

の
一
昨
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市
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門
釧
・女
飽
む
凶
自
を

靴
め
、

一

註
蒋
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
編
者
は
そ
の
烈
必

一

を
正
し
て
市
川
註
を
加
へ
、
日
つ
全
文
に
訓
賄
を
施
L
一

て
、
お
永
七
年
制
廿
自
ら
刊
行
し
た
も
り
で
あ
る
。
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上
黒
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同
州
政
時
代
に
正
且
二
十

一

日
間
引
か
ら
士
家
の
市
立
な
は
、街
仕
仙
女
を
使
者
と
L
、
一

玉
設
に
附
物
を
添
へ
て
近
親
に
仮
し
た
。
女
佼
は
小

一

半
H
を
従
へ
、
紋
般
を
者
て
行
き
、
先
方
で
は
食
附
酬
を

一

振
舞
ひ
、
説
践
と
し
て
包
金
を
奥
へ

、
大
き
な
切
餅

一

数
個
を
部
へ
ろ
。
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を
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ら
せ
併
と
都

L
、
像
め
単

一
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し
て
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で
あ
っ
た
。
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懸
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。
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